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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
十
』
　
（
昭
和
5
0
年
４
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
木
簡
を
主
と
し
て
収
録
す
る
。
ま
た
既
に
発
掘
調
査
概
報
が
公
刊

さ
れ
て
一
部
公
表
さ
れ
て
は
い
る
か
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
が
奈

良
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
東
市
周
辺
東
北
地
域
の
調
査
、
お
よ
び
近
畿

郵
政
局
か
ら
依
頼
さ
れ
た
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
の
調
査
に
お

い
て
出
土
し
た
木
簡
も
、
今
回
あ
ら
た
め
て
収
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
以
下
、
木
簡
の
出
土
地
域
ご
と
の
状
況
を
述
べ
、
木
簡
の
形
態
分

類
、
凡
例
と
釈
文
を
か
か
げ
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
第
9
7
次
調
査
(
６
Ａ
Ｂ
Ｒ
区
）
昭
和
5
1
年
４
～
７
月

　
発
掘
調
査
区
は
推
定
第
一
次
朝
堂
院
の
朝
堂
区
画
の
東
北
隅
近
く

に
あ
た
り
、
第
4
1
次
調
査
に
南
接
す
る
地
区
で
あ
る
。
主
な
検
出
遺

構
は
、
朝
堂
区
画
の
東
面
を
限
る
南
北
塀
・
築
地
３
条
、
東
第
一
朝

堂
に
あ
た
る
南
北
棟
礎
石
建
物
１
棟
、
基
幹
の
排
水
路
で
あ
る
南
北

溝
２
条
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
は
、
和
銅
創
建
時
に
基
幹
排
水

路
の
南
北
溝
帥
り
≒
呂
が
掘
ら
れ
た
が
、
の
ち
全
面
的
な
整
地
に
よ

っ
て
埋
め
た
て
ら
れ
、
朝
堂
区
画
の
東
面
の
区
画
で
あ
る
掘
立
柱
南

北
塀
が
作
ら
れ
、
ま
た
そ
の
東
に
は
Ｓ
Ｄ
３
７
６
５
の
代
り
に
南
北
溝
自

３
７
１
５
が
掘
ら
れ
る
。
叩
り
治
笛
は
以
後
二
度
の
改
修
を
う
け
な
が
ら
、

奈
良
時
代
末
ま
で
存
続
す
る
。
Ｓ
器
官
ン
は
の
ち
に
築
地
Ｓ
Ａ
５
５
５
０
Ｂ
'

掘
立
柱
塀
㎝
ｙ
器
官
の
に
作
り
か
え
ら
れ
る
。
回
器
呂
甲
こ
同
時
期

に
朝
堂
区
画
内
に
は
、
東
第
一
朝
堂
に
あ
た
る
南
北
棟
礎
石
建
物
留

蓉
呂
が
作
ら
れ
、
以
後
奈
良
時
代
末
ま
で
存
続
す
る
。
木
簡
は
南
北

溝
｀
り
治
ぶ
と
、
こ
れ
に
設
け
ら
れ
た
堰
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
８
４
１
ｒ
及
び
Ｓ
Ｄ

３
７
１
５
に
東
か
ら
流
入
す
る
東
西
溝
自
営
冨
か
ら
総
計
1
6
3
点
出
土
し
た
ｏ

　
　
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
-
８
Ｘ
８
４
１
１
出
土
木
簡

　
　
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
か
ら
2
0
点
、
Ｓ
Ｘ
８
４
１
１
か
ら1
3
8
点
出
土
し
て
い
る
。
自

治
笛
で
は
、
下
層
の
溝
の
上
・
中
層
の
堆
積
で
あ
る
暗
灰
色
粘
土
層

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
暗
灰
色
粘
土
層
は
有
機
物
を
含
ん
だ
や

や
荒
目
の
粘
土
で
あ
り
、
そ
の
上
下
の
砂
の
堆
積
土
に
比
し
て
特
徴

的
な
も
の
で
あ
る
。

　
｀
ｘ
蓉
≒
て
は
、
堰
の
杭
・
板
材
が
遺
存
し
て
い
た
北
側
（
上
流
）
、

並
び
に
南
側
（
下
流
）
の
溜
り
の
部
分
に
堆
積
し
た
暗
灰
色
粘
土
層

か
ら
、
大
量
の
木
片
、
若
干
の
木
製
品
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｘ
８
４
１
１
の
暗
灰
色
粘
土
層
は
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
の
そ
れ
と
同
一
層
位
で

あ
り
、
両
者
か
ら
の
出
土
木
簡
は
同
一
時
期
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

一
括
し
て
扱
う
。
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こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
性
格
を
示
し
、
神
亀
か

ら
天
平
初
め
に
宮
内
で
行
な
わ
れ
た
造
営
事
業
に
関
す
る
木
簡
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
造
営
の
地
域
を
所
謂
第
一
次
、
第
二
次
の
内

裏
・
大
極
殿
・
朝
堂
院
の
い
ず
れ
に
求
め
る
か
は
今
後
の
重
要
な
課

題
と
な
ろ
う
。

　
な
お
第
4
1
次
発
堀
調
査
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
は
『
平
城
宮
発
掘

調
査
出
土
木
簡
概
報
五
』
を
参
照
。

　
Ｓ
Ｄ
８
４
１
９
出
土
木
簡

　
｀
り
葦
笛
は
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
に
東
方
か
ら
流
入
す
る
東
西
溝
で
褐
灰
色
粘
土

層
か
ら
５
点
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
層
位
が
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
の
ど
の
層
位
に

対
応
す
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
「
元
年
正
月
」
と
あ
る
１
点

の
ほ
か
は
全
て
断
片
で
あ
る
。

　
第
9
9
次
調
査
(
６
　
Ａ
」
Ｆ
区
）
昭
和
5
1
年
1
0
月
～
5
2
年
１
月

　
発
掘
調
査
区
は
平
城
宮
東
張
出
し
部
東
南
隅
に
あ
た
り
、
第
4
4
次

調
査
(
６
　
Ａ
」
Ｆ
'
６
　
Ａ
」
Ｇ
)
で
発
見
し
た
庭
園
の
北
半
部
と
、
東
面
大

垣
お
よ
び
二
坊
々
間
大
路
西
側
溝
と
を
調
査
し
た
。
出
土
木
簡
の
総

点
数
は
5
7
9
点
て
あ
る
。

　
庭
園
地
区
は
Ａ
・
Ｂ
二
時
期
に
分
か
れ
る
。
Ａ
期
の
遺
構
は
、
下

層
園
地
（
｀
Ｑ
沼
呂
そ
と
池
の
西
側
上
の
掘
込
地
業
を
施
し
た
３
×

２
間
程
の
礎
石
建
物
（
留
営
曽
）
お
よ
び
池
の
東
北
隅
に
流
入

す
る
南
北
石
敷
溝
（
Ｓ
Ｂ
　
８
４
５
６
）
が
あ
る
。
池
は
全
体
で
南
北
6
0

m
、
東
西

5
4 .
ｍ
あ
り
、
大
垣
に
沿
ら
て
鍵
の
手
に
屈
曲
し
て
広
が
る
。

そ
の
造
成
年
代
は
出
土
し
た
土
器
や
瓦
か
ら
み
て
奈
良
時
代
初
期
と

考
え
ら
れ
る
。

　
Ｂ
期
に
は
、
Ａ
期
の
池
を
全
面
的
に
改
修
し
た
上
層
園
池
(
Ｓ
Ｇ

５
８
呂
巴
が
現
出
す
る
。
池
の
概
形
は
旧
池
を
踏
襲
し
、
西
岸
に
東

西
棟
の
礎
石
建
物
、
そ
の
前
面
に
塀
囲
い
、
塀
囲
い
に
結
ぶ
池
中
の

建
物
や
渡
廊
下
あ
る
い
は
橋
な
ど
多
く
の
構
築
物
が
点
在
し
て
い
る
。

木
簡
の
多
く
は
こ
の
上
層
園
池
底
の
玉
石
敷
直
上
の
堆
積
層
か
ら
他

の
木
片
類
と
と
も
に
1
0
点
出
土
し
た
。
こ
の
上
層
園
池
は
や
は
り
出

土
瓦
・
土
器
か
ら
み
て
、
天
平
勝
宝
年
間
の
改
作
に
か
か
る
も
の
で

あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
園
池
の
廃
絶
時
期
は
、
池
底
堆
積
層
中
の
土
器
か
ら
九
世
紀
前
半

と
み
ら
れ
、
木
簡
も
そ
の
時
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
墨
書
土
器

　
　
　
　
（
所
力
）

に
「
蔵
人
口
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

　
東
面
大
垣
地
区
は
大
垣
南
端
か
ら
1
1
3
m
北
方
ま
で
の
う
ち
、
南
か

ら
Ｅ
、
Ｄ
、
Ｈ
の
三
地
区
を
調
査
し
た
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
築
地
大
垣
（
卯
ｙ
沼
呂
）
、
築
地
東
雨
落
溝
（

　
Ｓ
Ｄ
５
８
１
５
）
、
東
二
坊
々
間
大
路
西
側
溝
(
Ｓ
Ｄ
５
７
８
０
)
な
ど
で
あ

２-



る
。

　
Ｄ
、
Ｅ
区
で
は
築
地
本
体
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
基
礎
地
業
の

み
発
見
さ
れ
た
。
雨
落
溝
は
Ｅ
区
で
は
素
掘
り
の
溝
だ
が
、
Ｄ
、
Ｈ

区
で
は
両
側
に
瓦
を
立
て
て
い
る
。
坊
間
大
路
西
側
溝
は
三
地
区
と

も
東
肩
は
確
認
し
て
い
な
い
。
幅
６
ｍ
以
上
、
深
さ
4
0
～
6
0
�
の
素

掘
り
の
溝
で
あ
る
。
木
簡
は
三
地
区
と
も
ほ
と
ん
ど
が
大
路
西
側
溝

　
（
Ｓ
Ｄ
５
７
８
０
)
の
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
た
。

　
Ｅ
地
区
で
は
３
点
出
土
し
た
が
、
共
に
側
溝
の
二
層
の
堆
積
土
の

下
層
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｄ
地
区
で
も
二
層
の
側
溝
堆
積
土
の
下
層
か
ら
1
4
点
、
築
地
車
雨

落
溝
中
か
ら
Ｉ
点
出
土
し
た
。

　
Ｈ
地
区
で
は
築
地
東
雨
落
溝
か
ら
１
点
出
土
し
て
い
る
外
は
す
べ

て
側
溝
か
ら
出
土
し
た
。
側
溝
の
堆
積
土
は
当
地
区
で
は
三
層
か
ら

な
り
、
木
簡
は
各
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
大
垣
を
暗
渠

で
抜
け
た
東
西
溝
（
Ｓ
Ｄ
　
８
４
３
６
　
)
が
側
溝
（
Ｓ
Ｄ
　
５
７
８
０
）
に
流
下

す
る
Ｈ
地
区
南
端
部
分
は
、
土
佐
状
を
呈
す
る
黒
色
の
有
機
物
層
と

な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
部
分
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
土
辺
状
部
分
の
木
簡
は
宮
内
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
が
大
路
側
溝

に
流
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
年
紀
が
天
平

1
5
、
1
8
、
1
9
、
2
0
年
の
う
ち
に
限
ら
れ
、
ま
た
食
品
関
係
の
内
容
が

多
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

　
東
市
周
辺
東
北
地
域
調
査
　
昭
和
5
0
年
１
１
６
月

　
発
掘
調
査
地
は
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
内
の
東
北
四
町
を
占
め
る

九
・
十
・
十
五
・
十
六
坪
に
あ
た
り
、
坪
と
坪
と
の
間
の
小
路
の
交

叉
点
を
中
心
に
住
宅
、
寺
院
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
主
な
遺
構

は
九
坪
の
中
央
を
南
北
に
貫
流
す
る
堀
河
（
呂
ご
呂
）
と
、
坪
境
い
の

小
路
お
よ
び
道
路
状
遺
構
と
そ
の
側
溝
、
九
・
十
坪
を
中
心
に
堀
立

柱
建
物
9
0
棟
余
、
井
戸
９
基
、
十
五
坪
の
寺
院
建
物
跡
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
奈
良
時
代
の
遺
構
と
重
複
し
て
弥
生
時
代
の
小
河
川
、
溝
、

土
建
、
小
ピ
ふ
卜
群
も
検
出
し
た
。

　
木
簡
は
前
述
の
堀
河
Ｓ
Ｄ
１
３
呂
か
ら
５
点
、
九
・
十
坪
の
坪
境
い
の

小
路
の
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
１
５
５
か
ら
2
5
点
、
合
計
3
0
点
出
土
し
た
。
堀
河

Ｓ
Ｄ
１
３
呂
は
東
市
の
重
要
な
運
搬
路
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
墨
書
の
あ
る
紙
の
断
片
３
点
も
発
見
さ
れ
た
。
釈
読
で
き
る

１
点
を
掲
げ
る
。

　
『
平
城
京
左
京
八
条
三
坊
発
掘
調
査
概
報
Ｉ
東
市
周
辺
東
北
地
域
の

調
査
』
　
二
九
七
六
・
三
　
奈
良
県
）
参
照
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平
城
京
左
京
三
条
二
坊
調
査
　
昭
和
5
0
年
６
月
、
1
0
～
1
2
月

　
発
掘
調
査
地
は
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
に
相
当
し
、
坪
内
の
約
％

を
全
面
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
坪
の
中
心
部
を
南
流
し
て
い
た
旧

河
川
路
を
利
用
し
て
園
池
を
造
成
し
、
こ
れ
を
中
心
に
塀
、
建
物
が

計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
園
池
は
全
体
を
石

組
で
固
め
、
蛇
行
し
た
曲
池
の
よ
う
な
形
状
で
、
観
賞
と
同
時
に
雅

宴
な
ど
の
行
事
に
供
す
る
庭
の
機
能
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
木
簡
は
園
池
へ
の
導
水
路
Ｓ
Ｄ
１
５
２
５
の
堆
積
土
の
下
層
に
近
い
暗
灰

砂
混
り
粘
質
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
和
銅
５
年
、
７
年
の
年
紀
の
も

の
が
あ
り
、
地
名
表
記
等
か
ら
考
え
て
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
の
も

の
と
判
断
で
き
る
。

　
な
お
、
当
遺
跡
は
昭
和
5
1
年
1
2
月
、
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　
　
『
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
発
掘
調
査
概
報
』
（
昭
和
5
1
・
３

　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
）
参
照

一

一

木
簡
の
形
態
分
類

呂
１
１
型
式
　
短
冊
形
。

否
ぶ
型
式
　
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

否
応
型
式
　
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。

呂
沁
型
式

呂
回
型
式

呂
沁
型
式

呂
回
型
式

小
型
矩
形
の
も
の
。

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も

の
。

呂
治
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
、
他

　
　
　
　
　
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
治
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
あ
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● 木簡出土地

E二E］　本概報収録木簡出土地

匯∃ｎｎ

｢T ｢‾ T¬
　　　　Ｌ

西大寺
|_公々|

湯城宮

一

一

-

-
ロコ

｜　｜ 　海龍Ｅ寺
　1←

z華寺

｜　　｜
-

T‾1
|「

｢‾ 二 ｢¬ 「¬
一

｢¬ ¬

｢‾‾ 二 ｢‾¬ 朱雀門
- -

｢¬
□
二[コ 二

□匠□
一

一

［［［匿⊇ 二 興福与

万

一

元興寺

●

唐招提寺 ム
-

薬師

一

ｆ
¬

大安寺

゛Ａ
　　|二
乗市周辺東北1t

｢Ji

｜

西
市

羅 門
コＺ

平城京木簡出土地点略図

東大寺


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22

